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■ 原告調査表
（「西淀川公害患者と家族の会」資料No.11429～)

段ボールには「原告調査表、要保存（現状で）」と

書かれています。

「訴訟に対する要望」は早期解決を願う声が多数です。

西淀川図書館の一角ではあおぞら財団発信の展

示物が定期的に更新されています。4月下旬から

は「西淀川の空はきれいになった？」のタイトルで

ソラダス(市民による空気測定運動)第1回～第7回

全ての測定結果や、測定に使用する“天谷式カプ

セル”と、その使用方法等をパネルにて展示して

います。お近くに来られた際はぜひ一度ご覧に

なってください。                                 (佐々木)

●ソラダスの第8回目は今年実施されます。カプ

セル設置は5月19日(木)18時～回収が20日(金)18

時になります。どなたでもご参加いただけますの

で、お気軽にお問い合わせください！ 

　「西淀川公害患者と家族の会」資料から、ダンボール箱に

収められたおよそ500点の「原告調査表」が出てきました。原

告調査表は原告対象の患者1人1人について調査を行った

ものです。現在整理中で、調査対象者すべてが原告となっ

たかは不明ですが、おもに昭和59年の2～4月頃に調査され

ていることから、第二次訴訟提訴（昭和59年7月提訴、原告

470名）に向けた準備と思われます。

 調査内容は、氏名、住所、生年月日、家族構成、職歴、西

淀川居住期間などの基本的な情報のほか、認定病の発病

年月日、症状とその経過など病に関する詳細な情報の計19

項目に及びます。「公害病によって生じる仕事場の悩み」、

「公害による家庭生活の悩み」、仕事や日常生活で受けた差

別の有無、屋根などの腐食や洗濯物の汚れといった日常生

活上の被害の有無についても調査が行われました。

　また、「訴訟に対する要望」という質問事項も設けられてい

ます。裁判の早期解決、きれいな空気・青い空を取り戻して

ほしいという内容が多く見受けられます。　　　（北嶋奈緒子）

幻想的な築地の写真集と
　　　　　　　　　　　西淀川の関わり
　　　　　　　井幡巌『築地―生誕祭』
  　　　発行 有限会社サンハイム 2015年

　井幡巌氏の築地のきれいな写真とともに、築地の起源についても
触れられた写真集です。本能寺の変の際、大阪佃の漁師たちは徳
川家康が大阪堺から三河の岡崎城へと戻る手助けを行ったことで、
全国の漁業権が与えられました。その後、大阪佃の漁師たちが江戸
へと移り住んだ地域を佃島と名付けました。
　1657年3月2日からの「明暦の大火」により、本郷丸山の本妙寺から
出火し、佃島も延焼しました。その大火の時に日本橋人形町にあっ
た本願寺も移転をすることとなり、本願寺の宗徒であった佃島の漁
業民も海を埋め立てました。その際、新しく本願寺が再建された所
が現在の築地の起源となっています。
　そんな築地の町の風景や盆踊りの風景
の写真のなかに、西淀川の佃にある田蓑
神社や千船駅、神崎川の写真も載ってい
ます。美しく、幻想的な写真を撮った井幡
巌氏からご寄贈いただきました。西淀川の
佃と東京の佃島を眺めてみてはいかがで
しょうか。　　　　　　　　　(松ヶ平あかね)


